
⚫事例の概要
・特別養護老人ホームで、軽度認知症の女性入所者Ｓさんが職員Ｍさ
んからの虐待を訴える事件が発生。Ｓさんは顎に赤みがあることを
示し、Ｍさんが自分をはたいたと主張

・Ｍさんは、虐待を否定し、Ｓさんが自分でぶつけたのを誤解してい
る可能性を示唆

・施設長は主任と相談員との間で対応を相談するも、主任はすぐに虐
待の通報を、相談員は家族との話し合いを提案し、対応方針が決ま
らない状況に

・娘がＳさん本人からその話を聞き、施設長に被害を訴え、施設が虐
待を隠そうとしていると市に通報

⚫事例
　ある特別養護老人ホームで職員の虐待を訴える事件が起きました。
軽度認知症の女性入所者Ｓさんが「Ｍにはたかれた、見ろ、はたかれ
た痕や」と顎を示して、職員を名指しで主任に訴えてきたのです。確
かに顎に少し赤みがかった痕らしきものがあります。Ｍさん（男性）
は日頃から言葉遣いや振舞いに少し問題があったため、主任は「もし

かしたら」と考え、すぐに施設長に相談しました。
　施設長はすぐにＭさんを呼んで、「Ｓさんが“Ｍにはたかれた”と言
っている。顎に痕も付いている。どうなんだ？」と問いただしました。
Ｍさんは「虐待なんてするわけがありません。Ｓさんは認知症があり
ますから、自分でぶつけたのを勘違しているんじゃないですか？」と
否定します。
　施設長は主任と相談員を呼んで対応を相談しました。主任は「Ｍ職
員は荒っぽい性格だから虐待の疑いがある。すぐに通報すべきだ」と
言います。相談員は「認知症のある人の訴えを信じるわけにはいかな
い。家族と話し合って対応すべきだ」と言います。施設長は「証拠も
ないのに虐待と決めつけるわけにもいかない」と対応方針が決まりま
せん。

　このように施設長室で相談をしていると、面会に来た娘さんがＳさ
んの訴えを聞き施設長室にやってきました。「母が“職員にはたかれ
た”と言っている。虐待じゃないか！」と大変な剣幕です。施設長が
「今、職員に事情を聴いていますので」と言うと、娘さんは「母は多
少、認知症はあるけど、大事なことを間違えたりしない。本人がＭだ
と言っているんだから間違いない」と主張します。娘さんは自ら市に
虐待通報し「施設は虐待を隠そうとしている」と言いました。

事例解説
　軽度認知症の入所者が職員の虐待を訴えている事例です。本人から
の訴えを施設で把握していながら、「家族からの虐待通報」という最悪
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　いつできたのかわからない傷やアザを巡って、家族とトラブルにな

ることがあります。また、「寝たきりの入所者がいつの間にか骨折して

いた」という事故も、治療費の負担などを巡ってかなり深刻なトラブ

ルになっています。これらのトラブルは最悪の場合、「虐待ではないの

か？」という疑惑を招き、施設や事業所の対応が悪いと役所や警察へ

の虐待通報につながることもあります。

　このような家族トラブルが起こると、介護現場では、「もっとていね

いに介助する」「もっと注意深く介助する」といった対策になることが

多いのですが、原因不明の傷もアザも骨折も、未然に防止することは

困難です。人は生活していれば傷やアザが付くことはありますし、寝

たきりで骨の弱っている入所者・利用者は、どんなにていねいに介助

しても骨折することは避けられません。

　このような防ぎきれない疑惑のタネになるような厄介な事故は、事

故が起きたときにトラブルにならない対応を考えてマニュアル化すれ

ばよいのです。筆者らは、「原因不明の傷・アザ・骨折対応マニュア

ル」を作って現場で徹底しているので、これらの事故が起きても一切

トラブルにはなることはありません。

　まず、2つの典型的な事例からトラブルの原因とマニュアルのポイ

ントを考えてみましょう。

（1）トラブル事例とその問題点

　まず、原因不明の傷・アザ・骨折が原因でトラブルになった典型的

な事例を挙げ、どのような点が問題なのか、トラブルの原因を探って

みましょう。

［事例１］足の裏の不審な傷を虐待と疑われ国保連に苦情申立て

　ある日面会に来た息子さんが、入所者のリハビリシューズを脱

がせると、右の靴下に出血の跡がありました。介護職と一緒に靴

下を脱がせてみると、右足の第二指の裏側の第一関節付近が切れ

て出血し、血が固まっていました。

　息子さんは「どうしてこんな場所に切り傷ができるのか？」と尋

ねました。看護師は入浴介助でできた傷だと考えましたが入浴担

当の職員は否定し、他の職員にも聞き取りましたがわかりません。

　その後も傷について納得のいく説明がなく、息子さんは施設長

に面会し、「何もしないで足の裏に切り傷ができるわけがない。誰

かがわざと切ったのだろう。虐待の疑いがあるから調べて欲しい」

と言いました。施設長は「絶対に虐待はない」と断言したため、

息子さんは国保連に苦情の申立てを行いました。

［事例２］骨折発見直後に「骨折させた職員を捜せ」と詰め寄る家族

　Ｍさんは、自発動作が少ない寝たきりの女性入所者です。ある

時娘さんが面会に来て、右の上腕骨の腫脹を発見して受診したと
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第4章

２　近年発生している6つのパターンの原因と
対策

Ⅰ　理性を失って虐待してしまうケース

（1）原因分析

　なぜ、介護職員は理性を失い感情のコントロ
ールができなくなって

しまうのでしょうか？　介護職員の側の原因だ
けでなく、利用者の状

態や施設の業務環境などさまざまな要因が存在
します。ここでは、①

入所者・利用者の要因、②介護職員の要因、③
職場環境の要因に分け

て考えていきます。

①入所者・利用者の要因

　入所者や利用者が重いBPSDを起こすのはな
ぜでしょうか？　「認知

症の人はBPSDを起こすのが当たり前」と考え
ずに、BPSDの原因を

分析して対策を講じてBPSDを減らせれば、虐
待の防止にもつながる

のです。

①入所者・利用者の体調：痛みや痒
かゆ

み、向精神薬など

　認知症の人は体調悪化のために、重いBPSD
を起こす人がたくさん

います。訴えられない痛みを我慢していることや
不快な痒みもBPSD

の原因とされます。また、BPSDの抑制のため
に処方される向精神

薬なども、かえって症状の悪化を招いていると
の指摘もあります

※。

※�　『かかりつけ医のためのBPSDに対応する向
精神薬使用ガイドライン』厚生労働省、2013年

状況で10回近くコールが鳴り、どうすればよい
かわからなくなっ

たＭさんは、Ｈさんの頭を叩いて紐でベッドに
縛り付けました。

　面会の家族にＨさんが「叩かれて縛られた」
と訴えたため、家

族は警察に行き事情を話しました。警察の事情
聴取に対してＭさ

んは虐待を認め、「センサーがうるさく鳴るので
動けないようにし

ようと思った」と答えました。

　センサーマットの頻回なコールが引き起こす
虐待には次のような特

徴があります。

　①　他の職員を頼れない独りきりの夜勤帯に
発生

　②　まじめな性格の職員が理性を失って虐待
する
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第 1章 　　高齢者虐待が施設・事業所にもたらすリスク

１　高齢者虐待とは
２　施設・事業所の責務
３　虐待発生の現状と背景
４　虐待防止対策の現状と改善の考え方

第 2章
 　　 現場で取り組む虐待防止策―6つの

　　　　　ケースで考える虐待発生の原因と対策

１　近年発生している 6 つのパターンとは？
２　近年発生している 6 つのパターンの原因と対策
　Ⅰ　理性を失って虐待してしまうケース
　Ⅱ　職場のモラル低下で複数人により虐待するケース
　Ⅲ　著しく適性を欠く職員が虐待するケース
　Ⅳ　家族のハラスメントへの反抗から虐待するケース
　Ⅴ　おもしろ半分の悪ふざけで虐待するケース
　Ⅵ　センサーマットの頻回なコールが虐待を引き起こすケース

第 3章 　　虐待事故・「虐待疑い」発生時の対応

１　虐待行為の事実が確実に把握できるケース
２　本人が虐待されたと訴えているケース
３　家族が虐待の事実・疑いを訴えているケース
４　第三者が市町村などに通報・告発するケース
５　警察に通報され捜査が開始されるケース
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事例 1 　 入浴前の更衣で暴れた入所者に髪をつかまれ手首を強く
握った

事例 2 　 夜勤帯に認知症入所者のBPSD対応で押し倒してしまった

事例 3 　「虐待が犯罪だとは考えていなかった」と語った職員

事例 4 　 入所者に聞こえないように暴言を吐き、「虐待ではない」と
言う職員

事例 5 　 入所者の顔写真を加工して楽しむ介護職員、「虐待だから処
分しろ」と言う家族

事例 6　 入所者に坊主頭の被り物を載せて写真に撮った

事例 7　 転倒回避のために腕を握ったらアザになり虐待の疑い

事例 8　 持病の悪化で受診すると足のアザを医師が発見し虐待通報

事例 9　  10 日間のうちに 2回も骨折、「わざと転ばせている」と苦
情申立て
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訴え

事例 11　市の介護保険課から「虐待の通報があった」と電話
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